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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のＳＮＳサーバと第２のＳＮＳサーバとにネットワークで接続され、利用者からの
登録サイトへの処理を中継する中継サーバであって、
　前記第１のＳＮＳサーバから前記利用者のメッセージを受信し、前記メッセージが前記
登録サイトに対する処理要求であるか否かを判別するメッセージ判別手段と、
　前記登録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに基づいて、前
記判別されたメッセージから前記登録サイトに対する処理要求を生成するサイト処理要求
生成手段と、
　前記処理要求を受信したサイトからの応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ又は
前記第２のＳＮＳサーバに前記応答情報を返信するＳＮＳ返信手段と、
　を備えることを特徴とする中継サーバ。
【請求項２】
　前記メッセージが、前記利用者の普通に用いられる言葉からなる自然言語の文章である
場合、前記メッセージの自然言語を解析する自然言語解析手段を更に備えることを特徴と
する請求項１に記載の中継サーバ
【請求項３】
　前記登録サイトへの利用履歴情報に基づいて、利用頻度に応じて前記登録サイトの優先
順位を判定し、前記優先順位に従って、前記応答情報の表示順を指示する優先サイト判定
手段を更に備えることを特徴とする請求項１又は２に記載の中継サーバ。
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【請求項４】
　前記第１のＳＮＳサーバが送信した処理要求に対する応答情報の返信先のＳＮＳの識別
子を、前記利用者に登録させる登録手段を更に備えることを特徴とする請求項１から３ま
でのいずれか１項に記載の中継サーバ。
【請求項５】
　前記登録手段は、利用者固有のキーワードを前記キーワードテーブルに登録させ、前記
サイト処理要求生成手段は、前記利用者固有のキーワードを前記キーワードテーブルに基
づいて、前記登録サイトが処理可能なキーワードに変換することを特徴とする請求項４に
記載の中継サーバ。
【請求項６】
　利用者が登録した登録サイト並びに第１のＳＮＳサーバ及び第２のＳＮＳサーバがネッ
トワークで接続されたシステムであって、
　前記第１のＳＮＳサーバは、
　前記利用者のメッセージを受信し、前記登録サイトに対する処理要求であるか否かを判
別するメッセージ判別手段と、
　前記登録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに基づいて、前
記判別されたメッセージから前記登録サイトに対する処理要求を生成するサイト処理要求
生成手段と、を備え、
　前記登録サイトは、
　前記処理要求に対する応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ又は前記第２のＳＮ
Ｓサーバに前記応答情報を返信するＳＮＳ返信手段を備え、
　前記第１のＳＮＳサーバ又は前記第２のＳＮＳサーバは、
　前記返信された応答情報を前記利用者の端末に送信する応答送信手段を備える、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項７】
　利用者が登録した登録サイト並びに第１のＳＮＳサーバ及び第２のＳＮＳサーバがネッ
トワークで接続されたシステムであって、
　前記第１のＳＮＳサーバは、
　前記利用者のメッセージを受信し、前記メッセージが前記登録サイトに対する処理要求
であるか否かを判別し、処理要求と判別した場合、前記メッセージを前記登録サイトに送
信するメッセージ判別手段と、
を備え、
　前記登録サイトは、
　前記第１のＳＮＳサーバから前記判別されたメッセージを受信するメッセージ受信手段
と、
　前記登録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに基づいて、前
記メッセージから当該登録サイトの処理要求を生成するサイト処理要求生成手段と、
　前記処理要求に対する応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ又は前記第２のＳＮ
Ｓサーバに前記応答情報を返信するＳＮＳ返信手段を備え、
　前記第１のＳＮＳサーバ又は前記第２のＳＮＳサーバは、
　前記返信された応答情報を前記利用者の端末に送信する応答送信手段を備える、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項８】
　ＳＮＳから入力した登録サイトへの処理要求を制御するための方法であって、
　第１のＳＮＳサーバが、
　利用者のメッセージを受信するステップと、
　前記メッセージが、前記登録サイトに対する処理要求であるか否かを判別するステップ
と、
　を実行し、
　前記第１のＳＮＳサーバ又は第２のＳＮＳサーバに接続され、前記利用者からの前記登
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録サイトへの処理を中継する中継サーバ又は前記登録サイトが、
　前記登録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに基づいて、前
記判別されたメッセージから前記登録サイト又は未登録サイトに対する処理要求を生成す
るステップと、
　前記処理要求を受信したサイトからの応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ又は
前記第２のＳＮＳサーバに前記応答情報を返信するステップと、
　を実行することを特徴とする方法。
【請求項９】
　ＳＮＳから入力した登録サイトへの処理要求を制御するためのプログラムであって、
　第１のＳＮＳサーバから利用者のメッセージを受信するステップと、
　前記メッセージが、前記登録サイトに対する処理要求であるか否かを判別するステップ
と、
　前記登録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに基づいて、前
記判別されたメッセージから前記登録サイトに対する処理要求を生成するステップと、
　前記処理要求を受信したサイトからの応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ又は
第２のＳＮＳサーバに前記応答情報を返信するステップと、
　をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＳＮＳを利用して、Ｗｅｂサイトを利用するためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、様々なＳＮＳ（Social　Networking　Service)が登場し、世界中に広く普及して
いる。ＳＮＳは、今や人間同士のコミュニケーションツールとしてだけでなく、人間とコ
ンピュータ又は情報システムとの新たなコミュニケーション手段としても利用できる可能
性を高めている。例えば、出願人においても、ユーザが普通の言葉でミニブログなどのＳ
ＮＳに入力することで、銀行のネットバンキングの取引を行うことができる自然言語バン
キングシステムを提案している（特許文献１参照）。
【０００３】
　ところで、インターネットの世界で膨大なＷｅｂサイトが産まれた結果、利用者は、日
常的に欲しい情報を取得するためであっても、様々なＷｅｂサイトに個々にアクセスを繰
り返す必要が生じ、億劫を感じるようになっている。例えば、クレジットカードの利用金
額や銀行残高を調べるためには、それぞれの金融機関のＷｅｂサイトでいちいちログイン
する必要がある。また、飲食店の検索を行うためには、分野によって複数のＷｅｂサイト
を利用しなくてはならない。また、汎用の検索エンジンを使用した場合には、自分が求め
ている情報だけでなく不要な情報も数多く表示され、自分がよく使用しているＷｅｂサイ
トの情報を優先的に取得できないといったことが生じている。
【０００４】
　上記のような問題を解決するため、非特許文献１のような複数の銀行口座の残高及びク
レジットカードや電子マネーの利用金額をスマートフォンで１つにまとめて管理するアプ
リケーションも存在するが、銀行口座やクレジットカードなどの金融分野に留まり、セキ
ュリティ上、あらかじめ登録した金融機関への残高照会や利用明細照会などから一方通行
で情報を取得するにとどまっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１８５６７２号公報
【非特許文献】
【０００６】
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【非特許文献１】マネーツリー株式会社、“Ｍｏｎｅｙｔｒｅｅ”、［ｏｎｌｉｎｅ］、
［平成２８年３月１１日検索］、インターネット、<URL:https://moneytree.jp/>
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　個人がＷｅｂサイトを利用する際には、情報の取得だけでなく、取得した情報に基づい
て、引き続きなんらかの処理を行いたい場合が多い。例えば、銀行のネットバンキングを
利用する際には、口座残高を確認してから、振込を実行したり、場合によっては、キャッ
シングを申し込んだりする場合もある。クレジットカードのＷｅｂサービスを利用する際
には、カードの利用明細（Ｗｅｂ明細）を確認するだけでなく、貯まったポイントを活用
したり、今月の支払をリボ払いに変更したりする場合もある。飲食店の検索を利用する際
には、気に入った店が見つかれば、その店を直ぐに予約したい場合もある。
【０００８】
　しかし、普段、コミュニケーションツールとして使っているＳＮＳ上から、上記のよう
なＷｅｂサイトをまとめて検索したり、利用したりする方法はあまり知られていない。一
方で、ＳＮＳは、手軽なコミュニケーションツールではあるが、個人のプライバシーやセ
キュリティに関する不安も存在する。
【０００９】
　したがって、本発明では、ＳＮＳの普及と、上記のような個人向け情報に関する状況に
着目し、ネット上で個人が欲しい情報をより手軽に取得し、取得した情報を引き続き活用
することができ、かつセキュリティも確保したシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明は、以下のような解決手段を提供する。
（１）本発明の第１の態様は、第１のＳＮＳサーバと第２のＳＮＳサーバとにネットワー
クで接続され、利用者からの登録サイトへの処理を中継する中継サーバであって、前記第
１のＳＮＳサーバから前記利用者のメッセージを受信し、前記メッセージが前記登録サイ
トに対する処理要求であるか否かを判別するメッセージ判別手段と、前記登録サイトが処
理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに基づいて、前記判別されたメッセー
ジから前記登録サイトに対する処理要求を生成するサイト処理要求生成手段と、前記処理
要求を受信したサイトからの応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ又は前記第２の
ＳＮＳサーバに前記応答情報を返信するＳＮＳ返信手段と、を備えることを特徴とする。
【００１１】
（２）また、上記（１）の構成において、前記メッセージが、前記利用者の普通に用いら
れる言葉からなる自然言語の文章である場合、前記メッセージの自然言語を解析する自然
言語解析手段を更に備えるようにしてもよい。
【００１２】
（３）また、上記（１）又は（２）の構成において、前記登録サイトへの利用履歴情報に
基づいて、利用頻度に応じて前記登録サイトの優先順位を判定し、前記優先順位に従って
、前記応答情報の表示順を指示する優先サイト判定手段を更に備えるようにしてもよい。
【００１３】
（４）また、上記（１）～（３）のいずれか１つの構成において、前記第１のＳＮＳサー
バが送信した処理要求に対する応答情報の返信先のＳＮＳの識別子を、前記利用者に登録
させる登録手段を更に備えるようにしてもよい。
【００１４】
（５）また、上記（４）の構成において、前記登録手段は、利用者固有のキーワードを前
記キーワードテーブルに登録させ、前記サイト処理要求生成手段は、前記利用者固有のキ
ーワードを前記キーワードテーブルに基づいて、前記登録サイトが処理可能なキーワード
に変換するようにしてもよい。
【００１５】
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（６）また、本発明の第２の態様は、利用者が登録した登録サイト並びに第１のＳＮＳサ
ーバ及び第２のＳＮＳサーバがネットワークで接続されたシステムであって、前記第１の
ＳＮＳサーバは、前記利用者のメッセージを受信し、前記登録サイトに対する処理要求で
あるか否かを判別するメッセージ判別手段と、前記登録サイトが処理可能なキーワードを
格納したキーワードテーブルに基づいて、前記判別されたメッセージから前記登録サイト
に対する処理要求を生成するサイト処理要求生成手段と、を備え、前記登録サイトは、前
記処理要求に対する応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ又は前記第２のＳＮＳサ
ーバに前記応答情報を返信するＳＮＳ返信手段を備え、前記第１のＳＮＳサーバ又は前記
第２のＳＮＳサーバは、前記返信された応答情報を前記利用者の端末に送信する応答送信
手段を備える、ことを特徴とする。
【００１６】
（７）また、本発明の第３の態様は、利用者が登録した登録サイト並びに第１のＳＮＳサ
ーバ及び第２のＳＮＳサーバがネットワークで接続されたシステムであって、前記第１の
ＳＮＳサーバは、前記利用者のメッセージを受信し、前記メッセージが前記登録サイトに
対する処理要求であるか否かを判別し、処理要求と判別した場合、前記メッセージを前記
登録サイトに送信するメッセージ判別手段と、
を備え、前記登録サイトは、前記第１のＳＮＳサーバから前記判別されたメッセージを受
信するメッセージ受信手段と、前記登録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワ
ードテーブルに基づいて、前記メッセージから当該登録サイトの処理要求を生成するサイ
ト処理要求生成手段と、前記処理要求に対する応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサー
バ又は前記第２のＳＮＳサーバに前記応答情報を返信するＳＮＳ返信手段を備え、前記第
１のＳＮＳサーバ又は前記第２のＳＮＳサーバは、前記返信された応答情報を前記利用者
の端末に送信する応答送信手段を備える、ことを特徴とするシステム。
【００１７】
（８）また、本発明の第４の態様は、ＳＮＳから入力した登録サイトへの処理要求を制御
するための方法であって、第１のＳＮＳサーバが、利用者のメッセージを受信するステッ
プと、前記メッセージが、前記登録サイトに対する処理要求であるか否かを判別するステ
ップと、を実行し、前記第１のＳＮＳサーバ又は第２のＳＮＳサーバに接続され、前記利
用者からの前記登録サイトへの処理を中継する中継サーバ又は前記登録サイトが、前記登
録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに基づいて、前記判別さ
れたメッセージから前記登録サイト又は未登録サイトに対する処理要求を生成するステッ
プと、前記処理要求を受信したサイトからの応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサーバ
又は前記第２のＳＮＳサーバに前記応答情報を返信するステップと、を実行することを特
徴とする。

【００１８】
（９）また、本発明の第５の態様は、ＳＮＳから入力した登録サイトへの処理要求を制御
するためのプログラムであって、第１のＳＮＳサーバから利用者のメッセージを受信する
ステップと、前記メッセージが、前記登録サイトに対する処理要求であるか否かを判別す
るステップと、前記登録サイトが処理可能なキーワードを格納したキーワードテーブルに
基づいて、前記判別されたメッセージから前記登録サイトに対する処理要求を生成するス
テップと、前記処理要求を受信したサイトからの応答情報に応じて、前記第１のＳＮＳサ
ーバ又は第２のＳＮＳサーバに前記応答情報を返信するステップと、をコンピュータに実
行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、個人が普段使っているＳＮＳを利用して、欲しい情報をより手軽に取
得し、取得した情報を引き続き活用することができ、かつセキュリティも確保したシステ
ムを提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係るシステムが提供するサービスの基本イメージを示す図で
ある。
【図２】本発明の第１の実施形態に係るシステムの機能構成を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るキーワードテーブル及び利用者情報ＤＢに格納さ
れるデータ構成の具体例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るシステム間の連携フローを示す図である。
【図５】実際の利用シーンにおける利用者端末の画面例（その１）を示す図である。
【図６】実際の利用シーンにおける利用者端末の画面例（その２）を示す図である。
【図７】実際の利用シーンにおける利用者端末の画面例（その３）を示す図である。
【図８】実際の利用シーンにおける利用者端末の画面例（その４）を示す図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係るシステムの機能構成を示す図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係るシステム間の連携フローを示す図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態に係るシステムの機能構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、実施形態）について
詳細に説明する。以降の図においては、実施形態の説明の全体を通して同じ要素には同じ
番号又は符号を付している。
【００２２】
（基本イメージ）
　図１は、本発明の実施形態に係るシステム（以下、本システムと呼ぶ）が提供するサー
ビスの基本イメージを示す図である。本システムにおいては、銀行のネットバンキングの
サイト、クレジットカードのＷｅｂサービスのサイト、ネットモールのサイトなど、専用
のＷｅｂサイト（以下、単にサイトと呼ぶ）でログインしなければ取得できない情報のや
りとりをＳＮＳと連携させる。また、飲食店の検索サイトなど、ログインが必要ないサイ
トもＳＮＳと連携させる。すなわち、本システムは、ＳＮＳを検索窓口として、利用者が
関連するキーワードを「呟く」（普段使っている言葉で入力する）ことで、欲しい情報を
ＳＮＳが備えるダイレクトメッセージなどの手段で受け取れるようにするサービスを提供
する。
【００２３】
　連携させるＳＮＳは、１つでなくともよく複数であってもよい。ここでいうＳＮＳとは
、Ｔｗｉｔｔｅｒ（登録商標）、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（登録商標）、ＬＩＮＥ（登録商標）
、ｍｉｘｉ（登録商標）、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（登録商標）などの他、１対１での文字情
報のやりとりが可能な手段であればよく、通常のＥメールやＳＭＳ（Short　Message　Se
rvice)のような手段を含んでもよい。利用者は、ＳＮＳを窓口とすることで、複数のウェ
ブサイトに別々にアクセスする必要がなくなり、いちいちそれぞれのウェブサイトにログ
インする必要もなくなる。
【００２４】
　図１で示すように、本システムの利用者は、ログインしているＳＮＳ上で、欲しい情報
を「呟く」と、利用者が普段使っているサイト（登録サイト）の中から、その情報を取得
可能な、又は処理可能なサイトを、その呟きを解析して抽出し、そのサイトに対して、Ｓ
ＮＳ経由で希望する処理の要求が送信される。その際、利用者は、普段の呟きと区別する
ために、ハッシュタグ（言葉やスペースのないフレーズの前にハッシュ記号（番号記号）
、#を付ける形のラベル）も同時に呟いておいてもよい。例えば、本サービスを識別する
ためのハッシュタグを「#want」とし、「#want　今月のクレジットカードの利用料金」、
「#want　銀行口座の残高」、「#want　今夜、行ける飲食店、イタリアン、３０００円く
らい」などのような呟き（メッセージ）をＳＮＳに入力する。このメッセージを受信した
ＳＮＳは、メッセージの言葉を解析し、その目的に対処可能なサイトを特定し、そのサイ
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トが処理可能な情報を含む処理要求に変換し、サイトに送信する。サイト側は、この処理
要求に対しての処理結果をＳＮＳ経由で利用者に返信する。ここで、利用者がサイトにア
クセスするための情報（サイトのＵＲＬ、ログインＩＤ、パスワードなど）は、あらかじ
め本システムに登録しておくものとし、ＳＮＳ上でメッセージを入力するだけで目的のサ
イトに自動的にログインする。したがって、各サイトには別途ログインする必要はない。
【００２５】
　対象となる登録サイトとしては、銀行のネットバンキングのサイト、クレジットカード
会社のＷｅｂサービスのサイト、多数のネット店舗を統括するネットモールのサイト、そ
の他各種検索サイト（飲食店検索サイト、価格比較サイト、旅行検索サイト、チケット予
約サイトなど）が主なものである。例えば、ネットバンキングのサイトでは、情報の取得
として、口座残高の照会や入出金明細の照会だけでなく、取得した情報の結果を確認して
、振込やキャッシングの申し込みができる。
【００２６】
　それぞれのサイトは、業種（分野）ごとに複数であってもよい。例えば、図の例のよう
に、「#want　今月のクレジットカードの利用料金」と呟いた場合は、利用者が登録して
いるクレジットカードが複数あれば、それぞれのクレジットカードのサイトに「今月の利
用明細」の情報の処理要求がなされ、その返信情報から各カードの利用料金の合計が計算
されて、利用者の端末にＳＮＳ経由で返信される。特定のクレジットカードのサイトのみ
に処理を要求するときは、「〇〇カード」のようなカードを特定できる言葉をメッセージ
に含めておけばよい。
【００２７】
　このとき、処理要求のメッセージを入力したＳＮＳ（第１のＳＮＳと呼ぶ）とは別のＳ
ＮＳ（第２のＳＮＳと呼ぶ）経由で返信をもらうこともできる（図の破線の矢印で示す）
。例えば、第１のＳＮＳで、「お父さんに１万円振り込んで！」というような要求を出し
た場合、振込元の銀行からの振込情報（振込金額、振込先口座報など）は、第１のＳＮＳ
ではなく、第２のＳＮＳに返信され、利用者が第２のＳＮＳ上でこの振込を確認（承認）
するようにもできる。２つのＳＮＳを使うことで、２重に本人確認がなされることになり
、セキュリティが高まる。ＳＮＳを２つ利用していない利用者の場合は、通常のＥメール
を返信先としてもよい。その場合は、Ｅメールのメーラが第２のＳＮＳとみなされる。
【００２８】
　このようにすることで、本システムの利用者は、個々のサイトに個別にアクセスするこ
となく、いつも使っているＳＮＳ上で呟くことで、友人と会話する感覚で、欲しい情報を
取得したり、必要な処理をサイトに要求したりすることができる。また、必要な場合は、
特に、振込や商品購入など実際にお金を動かす要求に対しては、第１のＳＮＳでの本人認
証に加え、第２のＳＮＳでの本人認証を加えることでセキュリティを高めることができる
。
【００２９】
（第１の実施形態）
　図２は、本発明の第１の実施形態に係るシステムの機能構成を示す図である。この図は
、上記のサービスの基本イメージを実現するためのシステムの１つの形態を示したもので
ある。以下の図において、機能ブロック間の矢印は、データの流れ方向、又は処理の流れ
方向を表すものとする。
【００３０】
　第１の実施形態における本システムは、利用者端末１０と、第１のＳＮＳサーバ２０と
、第２のＳＮＳサーバ３０と、中継サーバ４０と、利用者が普段使っているサイト（まと
めてサイト５０と呼ぶ）とが、ネットワークで接続されて通信可能に構成される。ネット
ワークは、一般のインターネットであってよいが、一部にＶＰＮ（Virtual　Private　Ne
twork)のような専用ネットワークを含んでもよい。利用者端末１０は、ＳＮＳ及びサイト
にログイン可能であれば、通常のパソコン、スマートフォン、タブレット端末などであっ
てよい。
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【００３１】
　第１のＳＮＳサーバ２０は、一般的なＳＮＳサービスを行うためのサーバであり、メッ
セージ送信手段２１と、応答受信手段２５と、応答送信手段２６とを備える。ただし、こ
こでは本システムに直接関係のない機能を処理するための手段は省略している。
【００３２】
　メッセージ送信手段２１は、利用者端末１０から入力された登録サイトへの処理要求を
含むメッセージを受け付け、メッセージに含まれたハッシュタグなどで登録サイトへの処
理要求か否かを判断し、登録サイトへの処理要求であれば、そのメッセージをそのまま中
継サーバ４０に送信する。中継サーバ４０は、ＳＮＳと各サイトを中継する役目を持った
サーバである。中継サーバ４０に送信されたメッセージは、後述する処理を経て、目的の
サイトに送信される。
【００３３】
　応答受信手段２５は、送信した処理要求に対して、該当するサイトからの応答情報を中
継サーバ４０経由で受信する。応答送信手段２６は、当該応答情報をメッセージを入力し
た利用者端末１０に返信する。
【００３４】
　第２のＳＮＳサーバ３０も基本的には、第１のＳＮＳサーバ２０と同様の構成であり、
メッセージ送信手段３１と、応答受信手段３５と、応答送信手段３６とを備えている。た
だし、第２のＳＮＳサーバ３０を、サイトからの応答を受信して利用者端末１０に送信す
るだけの応答専用とすれば、メッセージ送信手段３１はなくともよい。
【００３５】
　中継サーバ４０は、第１の実施形態における本システムの中核であり、メッセージ判別
手段４１と、自然言語解析手段４２と、サイト処理要求生成手段４３と、キーワードテー
ブル４４と、利用者情報ＤＢ４５と、優先サイト判定手段４６と、サイト応答情報受信手
段４７と、ＳＮＳ返信手段４８と、登録手段４９とを備える。中継サーバ４０は、単にＳ
ＮＳと登録サイトを中継するだけでなく、利用者にとってサイトのコンシェルジュのよう
な役目を果たす。以下、中継サーバ４０に備えられた手段を順に説明する。
【００３６】
　メッセージ判別手段４１は、第１のＳＮＳから利用者のメッセージを受信し、利用者が
登録した登録サイトに対する処理要求であるか否かを判別する。メッセージが登録サイト
に対する処理要求でないと判別した場合は何もしないが、処理要求であると判別した場合
は、自然言語解析手段４２に処理を移し、メッセージを解析させる。このメッセージは、
ＳＮＳ上で呟くような普通の言葉、すなわち、自然言語の文章であってもよいし、単語を
並べた文字列であってもよい。また、メッセージには、サイトに対する処理要求であるこ
とを区別するため、前述したような所定のハッシュタグを含めるようにしてもよい。また
、ハッシュタグの代わりに、利用者固有の絵記号を用いてもよい。ここで、絵記号とは、
ＬＩＮＥ（登録商標）のスタンプのように、ＩＤとなるコード（識別子）が割り当てられ
た絵（画像）を意味する。
【００３７】
　自然言語解析手段４２は、メッセージが自然言語の文章の場合、形態素解析によってそ
の文章を構文解析し、形態素（意味を持つ最小の単位）に分解する。メッセージが既に単
語に分かれている場合は、登録サイトへの処理要求としては意味を持たない単語を除去す
る。なお、メッセージ中に感嘆詞、顔文字等が含まれる場合、その感嘆詞、顔文字等も登
録サイトへの処理要求のキーワードとして採用してもよいし、処理要求としては意味を持
たない語として扱ってもよい。
【００３８】
　サイト処理要求生成手段４３は、自然言語解析手段４２で解析された形態素列又は単語
の列を、キーワードテーブル４４及び利用者情報ＤＢ４５を参照して、処理要求を送信す
るサイトを決定し、そのサイトが処理可能な処理要求を生成する。例えば、「お父さんに
１万円送って」という自然言語の文章のメッセージは、「お父さん」、「に」、「１万」
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、「円」、「送って」に分解され、「お父さん」、「に」は、利用者があらかじめ振込先
として登録した「父親」の「口座番号」に変換され、「１万」と「円」は、「振込金額」
と「１００００円」に、「送って」は、「振込命令」に変換され、利用者の口座のある銀
行のネットバンキングサーバに送信される。
【００３９】
　キーワードテーブル４４は、上記の形態素列又は単語の列を、登録サイトが処理可能な
キーワード（処理命令とその処理のために必要な情報）に変換するためのテーブルである
。言い換えると、各サイトが要求を処理できるように、上記のようなキーワードの変換ル
ールをサイト分野別又は個々のサイト別に定義したテーブルである。キーワードテーブル
４４には、利用者が独自のキーワードを定義することができる。例えば、「お父さん」と
いうキーワードに、父親の銀行口座の口座番号を対応付けたり、「家賃」というキーワー
ドに、家賃の支払先の銀行口座の口座番号を対応付けたりすることができる。キーワード
テーブル４４の具体例は、図３（ａ）で更に説明する。
【００４０】
　利用者情報ＤＢ４５は、利用者ＩＤ、氏名、住所、連絡先などの登録個人情報、登録Ｓ
ＮＳ情報、及び登録サイト情報を格納したデータベースである。利用者情報ＤＢ４５のデ
ータ構成について詳しくは図３（ｂ）で説明する。
【００４１】
　優先サイト判定手段４６は、サイトの利用頻度を調べるため、利用者情報ＤＢ４５の登
録サイトへの利用履歴情報を参照し、利用頻度の高い順に登録サイトの優先順位を判定し
、その優先順位に従って、応答情報の表示順を指示する。すなわち、利用頻度の高いサイ
トほど、その応答情報が利用者端末１０の画面の上位に表示されるように、サイト応答情
報受信手段４７に対して、サイト応答情報の優先順位付けを指示する。
【００４２】
　サイト応答情報受信手段４７は、サイトからの応答情報を受信する。また、優先サイト
判定手段４６の判定結果により、受信した応答情報の表示の優先順位付けをする。
【００４３】
　ＳＮＳ返信手段４８は、サイトからの応答情報に応じて、及び/又は、利用者情報ＤＢ
４５の登録情報に基づいて、返信先のＳＮＳを第１のＳＮＳサーバ２０にするか第２のＳ
ＮＳサーバ３０にするかを決定し、その決定されたＳＮＳサーバにサイトからの応答情報
を送信する。
【００４４】
　登録手段４９は、利用者の登録個人情報、登録ＳＮＳ情報、及び登録サイト情報を利用
者情報ＤＢ４５に登録する機能を有する。また、登録手段４９は、キーワードテーブル４
４に、利用者独自のキーワードを登録する手段としても機能する。
【００４５】
　図３（ａ）は、キーワードテーブル４４の具体例を示す図である。キーワードテーブル
４４は、利用者ごとに登録され、ＳＮＳ上の呟きに使われるような普通の言葉を、登録サ
イトが処理可能なキーワードに変換するためのテーブルである。メッセージの中では同じ
キーワードであっても、登録サイトの分野又は個々の登録サイトによって異なる意味に変
換されることがある。例えば、メッセージのキーワードが、「送って」、「送れ」などは
、ネットバンキングでは「振込」に変換されるが、ネットモールでは「配達」に変換され
る。同様に、「お父さん」、「パパ」などは、ネットバンキングでは振込先の口座情報に
変換されるが、ネットモールでは商品の配達先の住所に変換される。
【００４６】
　図３（ｂ）は、利用者情報ＤＢ４５に格納されるデータ構成の具体例を示す図である。
利用者情報ＤＢ４５には、図示するように、利用者ＩＤ、ログインＩＤ／パスワード、利
用者の氏名・住所・連絡先（メールアドレスを含む）、利用者が普段使うクレジットカー
ド、キャッシュカード、電子マネーカードなどの番号、登録ＳＮＳ情報、登録サイト情報
が格納される。
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【００４７】
　登録ＳＮＳ情報には、ＳＮＳ名、ＳＮＳのＩＤ、返信先ＳＮＳのＩＤ（返信相手のＳＮ
Ｓ）、メッセージ識別記号が登録される。図の例では、ＳＮＳ１が受けたメッセージ（処
理要求）の応答はＳＮＳ２に返信されるようにし、ＳＮＳ２が受けたメッセージはＳＮＳ
１に返信されるようにし、ＳＮＳ３が受けたメッセージは、ＳＮＳ３自身に返信されるよ
うに登録されている。このようにすることで、複数のＳＮＳをサイトによって自由に組合
せることができる。メッセージ識別記号とは、サイトへの処理要求を含んだメッセージと
一般のメッセージとを区別するための記号である。メッセージ判別手段４１は、メッセー
ジ識別記号を含んだメッセージをサイトへの処理要求とみなす。メッセージ識別記号は、
ハッシュタグ、スタンプや顔文字のような絵記号、その他の任意の記号であってよい。
【００４８】
　登録サイト情報には、サイト名、サイトＩＤ、サイトのログインＩＤとそのＰＷＤ（パ
スワード）、追加ＰＷＤ（サイトによっては、処理内容に応じて追加のＰＷＤなどを要求
される場合があるため）、及びそのサイトを利用した利用履歴情報が格納される。利用履
歴情報には、サイトの利用を開始した日時、利用を終了した日時などが含まれ、サイトの
利用頻度を求め、サイトの優先順位を判定するために用いられる。
【００４９】
（第１の実施形態の処理フロー）
　図４は、本発明の第１の実施形態に係るシステム間の連携フローを示す図である。以下
の処理フロー図（フローチャート）においては、実線はシステム内の処理の流れを表し、
一点鎖線はなんらかの応答を待つ状態を表し、点線はシステム間のデータの流れを表して
いる。また、ここでは、利用者端末１０は「端末」、中継サーバ４０は「サーバ」、第１
のＳＮＳサーバ２０は「ＳＮＳ１」、第２のＳＮＳサーバ３０は「ＳＮＳ２」と略すこと
にする。また、以下では、ＳＮＳ１が端末からのメッセージを受信した場合を想定してい
るが、ＳＮＳ２がメッセージを端末から受信した場合は、ＳＮＳ１とＳＮＳ２の処理が逆
になるだけである。なお、各ステップの入力と出力の関係を損なわない限り、各ステップ
の処理順序を入れ替えてもよい。
【００５０】
　まず、端末側の処理を説明する。端末は、ステップＳ００で、サイトに対するメッセー
ジをＳＮＳ１に送信する。次に、ステップＳ０１で、その返信があるまで待機する。返信
があった場合は、ステップＳ０２で、サイトからの返信情報（応答情報）を表示する。そ
して、ステップＳ０３で、その返信情報がＳＮＳ１からの返信かＳＮＳ２からの返信かを
判断する。ＳＮＳ１からの返信の場合は、追加の処理はないため、そのまま処理を終了す
る。その返信がＳＮＳ２からの返信の場合は、ステップＳ０４で、その処理に利用者の承
認（確認）が必要かどうかを判断し、承認が必要な場合は、利用者が返信情報を確認後、
問題なければ承認を送信する（ステップＳ０５）。承認が必要な処理とは、振込や支払な
ど金銭の移動を伴うような処理、ポイントの利用、支払方法の変更、登録情報の変更など
があり、通常はサイトによって処理内容に基づいて決定されるが、利用者が設定してもよ
い。
【００５１】
　次に、サーバ側の処理を説明する。まず、サーバ側では、ステップＳ１０で、端末から
のメッセージをＳＮＳ１経由で受信すると、ステップＳ１１で、登録サイトに対する要求
か否かを判断する。登録されていないサイト（非登録サイト）に対する要求の場合は、ス
テップＳ１８で、非登録サイト処理を行う。非登録サイトに対しては、通常はメッセージ
の処理要求をサイトに送信しないようにするが、ログインが必要なく、かつ音声による検
索をサポートするようなサイトでは、自然言語の処理要求を受け付ける場合もあるので、
その場合は、処理要求をそのサイトに転送するようにしてもよい。ただし、その場合は、
本システムのサポート範囲外となることがある。
【００５２】
　ステップＳ１１で登録サイトに対する処理要求であると判断された場合は、ステップＳ
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１２に移り、そのメッセージを自然言語解析手段４２が解析する。解析が完了すると、登
録サイト情報からログインＩＤとパスワードを読み出してサイトにログインし、サイト処
理要求生成手段４３が生成した処理要求をサイトに送信し、その返信を待つ。なお、メッ
セージの解析が不能の場合は、その旨が端末側に返信される。
【００５３】
　登録サイトから返信があった場合は、ステップＳ１３に進み、登録ＳＮＳ情報を参照し
て、ＳＮＳ１が返信先に指定されている場合は、返信情報をＳＮＳ１経由で端末に送信す
る（ステップＳ１９）。ＳＮＳ２が返信先に指定されている場合は、返信情報をＳＮＳ２
経由で端末に送信する（ステップＳ１４）。
【００５４】
　ＳＮＳ２経由の返信の場合は、ステップＳ１５で、利用者の承認が必要か否かを判断す
る。承認が不要な場合は処理を終了するが、承認が必要な場合はステップＳ１６に移り、
利用者の承認をＳＮＳ２経由で取得し、ステップＳ１７で、承認情報をサイトに送信する
。
【００５５】
　次に、サイト側の処理を説明する。まず、サイト側では、ステップＳ３０で、サーバで
生成された処理要求を受信する。次にステップＳ３１で、利用者がサイトの登録ユーザで
あるか否かを判断し、登録ユーザでない場合は登録を促す処理に移行する（ステップＳ３
９）。登録が不要なサイトの場合は、ステップＳ３１、ステップＳ３９は不要である。
【００５６】
　登録ユーザである場合、又は登録が不要な場合は、ステップＳ３２に進み、処理要求の
内容に応じて、又は利用者の設定に応じて、返信をＳＮＳ１自身で行うか、別のＳＮＳ（
ＳＮＳ２）から行う必要があるか否かを判断する。ＳＮＳ２で返信する必要がない場合は
、ステップＳ３３で、ＳＮＳ１自身がサーバへ返信情報を送信するが、ＳＮＳ２から返信
する必要がある場合は、ステップＳ３４で、サーバへＳＮＳ２経由で返信情報を利用者に
送信するように要求する。そして、ステップＳ３５で、利用者からの承認があったかどう
かを判断し、承認が得られた場合に、ステップＳ３６で、その承認を要する処理を実行す
る。以上のステップにより、全ての処理が終了する。なお、上記の説明では、承認プロセ
スをＳＮＳ２上で行うようにしたが、他の認証手段を併用するなどして、ＳＮＳ１上だけ
で承認プロセスを行うようにしてもよい。
【００５７】
（利用シーン）
　図５は、実際の利用シーンにおける利用者端末１０の画面例（その１）を示す図である
。この図では、ＳＮＳ１上で、今月のクレジットカードの利用金額と、銀行の口座残高と
を同時に検索するような場面を示している。図の画面５００の例では、検索結果として、
２種類のクレジットカードの利用残高と２つの銀行口座の口座残高とが表示されているが
、クレジットカード会社によっては、利用限度額に対する残りの利用可能額も表示される
。検索結果の表示順序は、サイトの種類ごとに、各サイトの利用頻度に応じて決定されて
もよい。また、画面５００で、それぞれのサイトからの返信メッセージ欄の「明細」ボタ
ンを押すと、詳しい明細が表示されるようにしてもよい。なお、図示はしていないが、各
クレジットカードの利用金額の合計と各銀行口座残高の合計を計算して表示するようにし
てもよい。
【００５８】
　図６は、実際の利用シーンにおける利用者端末１０の画面例（その２）を示す図である
。この図では、ＳＮＳ１上で、自分の銀行口座から家族へお祝いなどで送金する場面を示
している。図の画面５１０の例では、Ａ銀行が指定されているのでＡ銀行からの送金であ
ることが判断できるが、銀行が指定されていない場合で、かつ複数の銀行が登録されてい
る場合は、どの銀行からの送金かを確認するためのメッセージが表示される。また、符号
５１１で示すように、振込の処理要求の場合では、利用者本人を識別するための絵記号（
スタンプなど）をメッセージに付加するようにし、本人確認を強化してもよい。画面５２
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０には、ＳＮＳ２上で、銀行からの返信メッセージが表示され、利用者がこの画面から「
承認」ボタンを押すことで振込が実行される。なお、ＡＴＭのように、本システムで振込
可能な金額に限度額を設けるようにしてもよい。
【００５９】
　図７は、実際の利用シーンにおける利用者端末１０の画面例（その３）を示す図である
。この図では、ＳＮＳ１上で、あるネットモールで特定のキーワードを含む商品を検索し
て購入する場面を示している。図の画面５３０の例では、商品のキーワードとネットモー
ル名だけを並べて指定している。この検索の結果、画面５４０には、ネットモールからの
返信が届き、「焼き菓子」に分類される商品の一覧が表示されている。利用者は、この画
面５４０から「購入」ボタンを押すことで商品の購入ができる。
【００６０】
　符号５４１で示す画像は、購入時の本人確認のための認証用絵記号である。このように
、サイトによって認証用絵記号を変化させてもよい。あるいは、商品の購入金額によって
、認証用絵記号を変更するようにしてもよい。なお、この例では、ネットモール名を指定
しているが、他のネットモールも同時に検索したい場合は、そのネットモール名も指定す
るか、ネットモール名を省略する。ネットモール名を省略した場合は、すべてのネットモ
ールの登録サイトが検索対象となるが、その場合は、利用頻度の高いサイトの情報が上位
に表示されるようにしてもよい。
【００６１】
　図８は、実際の利用シーンにおける利用者端末１０の画面例（その４）を示す図である
。この図では、ＳＮＳ１上で、特定のカードのポイントを調べて、ポイントが貯まってい
れば、商品と交換するような場面を示している。図の画面５５０の例では、「カードのポ
イントを使いたい」と呟くだけで、ＳＮＳ２上の画面５６０に現在のポイントと、そのポ
イントを使って交換可能な商品が表示されている。カードを複数登録していれば、カード
ごとに検索結果が表示される。利用者は、この画面５６０から「交換」ボタンを押すだけ
で、ポイントを商品やサービスと交換できる。なお、画面５６０でも符号５６１で示す別
の認証用絵記号が用いられている。すなわち、処理要求ごとに、本人しか知らない異なる
認証用絵記号を用いることでセキュリティを更に高めることができる。
【００６２】
（第２の実施形態）
　図９は、本発明の第２の実施形態に係るシステムの機能構成を示す図である。第１の実
施形態では、図２で示したように、中継サーバ４０をＳＮＳ側とサイト側の間に設け、中
継サーバ４０が両者を中継する（コンシェルジュする）形態の構成としたが、第２の実施
形態では、中継サーバ４０を設けずに、ＳＮＳ側とサイト側で中継サーバ４０の機能を分
担する形態の構成をとる。図９は、その１つの構成例である。この構成では、図示するよ
うに、第１のＳＮＳサーバ２０に、図２の中継サーバ４０が備えていたような、メッセー
ジ判別手段２１Ａ、自然言語解析手段２２、サイト処理要求生成手段２３、キーワードテ
ーブル２４を備える。また、図示はしていないが、第２のＳＮＳサーバ３０も同様の構成
としてもよい。この機能構成につき、以下では第１の実施形態と異なる部分についてのみ
説明する。
【００６３】
　サイト側は、ユーザ登録が必要なサイト５０Ａとユーザ登録が必要でないサイト５０Ｂ
とで少し事情が異なる。ユーザ登録が必要なサイトとして代表的なものは、銀行のネット
バンキングサーバ５０Ａ１、クレジットカード会社のクレジットカードＷｅｂサーバ５０
Ｂ２、ネットモールＷｅｂサーバ５０Ａ３、チケット予約サイト（図示せず）などがある
。ユーザ登録が必要なサイト５０Ａは、通常、サイト内部に当該サイトの利用者情報（顧
客情報）のＤＢを備えるが、本実施形態をサポートするサイト５０Ａは、利用者情報ＤＢ
５５に、利用者ごとの登録ＳＮＳ情報を格納する。登録ＳＮＳ情報は、図３で示したもの
と同様である。
【００６４】
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　第１の実施形態との相違点としては、サイト側に登録ＳＮＳ情報を備える点、ＳＮＳ側
に登録サイト情報と登録手段２７を備える点、及び第１のＳＮＳサーバ２０からの処理要
求に対する応答情報に応じて、応答情報の返信先として、第１のＳＮＳサーバ２０又は第
２のＳＮＳサーバ３０を切り替えるＳＮＳ返信手段（図示せず）をサイト側に備える点で
、異なっている。また、図示は省略しているが、図２の優先サイト判定手段４６はＳＮＳ
側に備える。
【００６５】
　ユーザ登録を必要としないサイト５０Ｂは、情報提供のみを目的とする、検索サイト５
０Ｂ１、観光案内サイト５０Ｂ２、地図情報サイト５０Ｂ３などがある（ただし、最近で
はこのようなサイトでも登録してもらった利用者には付加サービスを提供するようになっ
てきている）。ユーザ登録を必要としないサイト５０Ｂは、サイト内部に利用者情報（顧
客情報）のＤＢを持たないので、サイト側に登録ＳＮＳ情報を持たせることができないの
で、ＳＮＳ側から登録ＳＮＳ情報をもらうか、処理要求を発したＳＮＳに常に返信情報を
送信することになる。したがって、後者の場合は、返信先として、第１のＳＮＳと第２の
ＳＮＳを切り替えることはサポートされない。図９の一点鎖線は、後者の場合のサイト５
０Ｂの情報の流れを示している。
【００６６】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係るシステム間の連携フローを示す図である。以
下では第１実施形態の図４のフロー図と異なる部分についてのみ説明する。図１０では、
図４のステップと同じステップには同じ符号を付け、図４と対応するステップであるが処
理が異なるステップには「Ａ」の符号を付けて区別している。また、以下では、図４と同
様に、ＳＮＳ１が端末からのメッセージを受信した場合を想定している。
【００６７】
　端末側の処理は、図４の場合と全く同じである。ＳＮＳ１側の処理では、ステップＳ１
０Ａで、端末から直接、メッセージを受信する。また、ステップＳ１３Ａでは、サイトか
らの返信は自分自身に対するものと決まっているので、他のＳＮＳ（ここではＳＮＳ２）
宛ての返信は処理しない。
【００６８】
　ＳＮＳ２側の処理では、ステップＳ２０で、サイトからの返信があったか否かを判断し
、サイトからの返信があれば、ステップＳ２１で、返信情報（応答情報）を端末に送信す
る。そして、ステップＳ２２で、利用者の承認が必要であるか否かを判断し、必要であれ
ば、ステップＳ２３で、承認を取得し、ステップＳ２４で、承認情報をサイトに返信する
。なお、ステップＳ２２～Ｓ２４の処理は、図４のステップＳ１５～Ｓ１７に対応する。
【００６９】
　サイト側の処理では、ステップＳ３２で、ＳＮＳ１からメッセージを受信したが、返信
はＳＮＳ２から必要があるか否かが判断される。ＳＮＳ２に返信する必要がなければ、ス
テップＳ３３でＳＮＳ１に返信する。ＳＮＳ２に返信する必要があれば、ステップＳ３４
で、ＳＮＳ２に返信情報を送信する。以降の処理は図４の場合と同じである。
【００７０】
　（第３の実施形態）
　図１１は、本発明の第３の実施形態に係るシステムの機能構成を示す図である。
　本実施形態は、自然言語解析手段５２、サイト処理要求生成手段５３、キーワードテー
ブル手段５４をサイト側に設けた形態である。この形態では、第１のＳＮＳサーバ２０′
′のメッセージ判別手段２１Ａは、利用者端末１０から受信したメッセージが特定の登録
サイトであるサイト５０Ａ′への処理要求であると判別したときは、そのメッセージをそ
のままサイト５０Ａ′に送信し、サイト５０Ａ′は、メッセージ受信手段５１により受信
したメッセージを解析し、生成した処理要求を実行する。そして、ＳＮＳ返信手段５７が
、処理要求実行手段５６が実行した処理結果を、処理要求に対する応答情報に応じて、第
１のＳＮＳサーバ２０′′又は第２のＳＮＳサーバ３０に返信する。このようにすること
で、ＳＮＳ側の処理負担が最小となるので既存のＳＮＳでも本サービスへの参加が容易に
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なる。
【００７１】
　以上説明した第１の実施形態と第２の実施形態を比較すると、第１の実施形態では中継
サーバ４０を新たに構築する必要があるが、その分、ＳＮＳ側とサイト側の変更が少なく
て済むので、既存のＳＮＳやサイトの多くをサービスの対象とすることができる。一方、
第２の実施形態では、ＳＮＳ側とサイト側の変更が多くなるので、サービスの対象が限定
される可能性があるが、有力なＳＮＳが各サイトと提携して、本実施形態の機能をサポー
トすれば、他のＳＮＳとの差別化が可能となる。また、第３の実施形態では、サイト側の
処理負担は増えるものの、本実施形態の機能をサポートすれば、同業他社のサイトとの差
別化に繋がる。
【００７２】
　なお、上記の第１及び第２の実施形態における本システムの機能構成は、あくまで一例
であり、１つの機能ブロック（データベース及び機能処理部）を分割したり、複数の機能
ブロックをまとめて１つの機能ブロックとして構成したりしてもよい。各機能処理部は、
装置に内蔵されたＣＰＵ（Central　Processing　Unit）が、ＲＯＭ（Read　Only　Memor
y）、フラッシュメモリ、ＳＳＤ(Solid　State　Drive)、ハードディスクなどの記憶装置
に格納されたコンピュータ・プログラムを読み出し、ＣＰＵにより実行されたコンピュー
タ・プログラムによって実現される。すなわち、各機能処理部は、このコンピュータ・プ
ログラムが、記憶装置に格納されたデータベース（ＤＢ;Data　Base)やメモリ上の記憶領
域からテーブルなどの必要なデータを読み書きし、場合によっては、関連するハードウェ
ア（例えば、入出力装置、表示装置、通信インターフェース装置）を制御することによっ
て実現される。また、本発明の実施形態におけるデータベース（ＤＢ）は、商用データベ
ースであってよいが、単なるテーブルやファイルの集合体をも意味し、データベースの内
部構造自体は問わないものとする。
【００７３】
（実施形態の効果）
　以上の本システムの実施形態の効果をまとめると以下のようになる。まず第１に、個々
のサイトにいちいちログインすることなく、利用者が普段使っているサイトをまとめて検
索したり、場合によってはその一部だけを検索したり、検索の結果として取得した情報の
結果しだいでは、引き続き、そのサイト又は別のサイトに対して、更なる処理を要求する
ことができる。また、第１のＳＮＳと第２のＳＮＳで２重で本人確認することで、残高照
会や利用明細などの情報取得だけでなく、振込や支払など更にセキュリティが求められる
処理にも対応できる。
【００７４】
　サイトに対する処理要求は、普段使い慣れたＳＮＳ上で、友人と会話するような感覚で
普通の言葉で行うことが可能なので、検索キーワードで悩む必要がなくなる。もちろん、
利用者独自の検索キーワードも登録することができる。また、様々なサイトの利用履歴を
まとめて管理するので、利用頻度の高いサイトの情報を優先的に獲得したり、検索結果の
上位に表示したりすることができる。また、ＳＮＳごとに、サイトからの応答情報の返信
先を登録できるので、サイトによってＳＮＳの組合せを変えることができる。また、本シ
ステムの主な制御を中継サーバ側で行うか、ＳＮＳ側で行うか、サイト側で行うかの実施
形態の選択も可能である。
【００７５】
　また、このような付加価値の高いサービスを提供することで、ＳＮＳ側は利用者を更に
増やすことができ、また、利用者の欲しい情報を送信する際に、その利用者に合った広告
を付与することで、広告収入を増大させることもできる。
【００７６】
　以上、実施形態を用いて本発明を説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形態に記
載の範囲に限定されないことはいうまでもない。上記実施形態に、多様な変更又は改良を
加えることが可能であることが当業者に明らかである。またその様な変更又は改良を加え



(15) JP 6175735 B1 2017.8.9

10

20

30

40

50

た形態も本発明の技術的範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかであ
る。なお、上記の実施形態では、本発明を物の発明として、中継サーバとそのシステムに
ついて説明したが、本発明は、ＳＮＳから入力した登録サイトへの処理要求を制御する方
法の発明、又はそのためのコンピュータ・プログラムの発明としても捉えることもできる
。
【符号の説明】
【００７７】
　　１０　利用者端末
　　２０，２０´、２０´´　第１のＳＮＳサーバ
　　２１　メッセージ送信手段（第１のＳＮＳ側）
　　２１Ａ　メッセージ判別手段（第１のＳＮＳ側）
　　２２　自然言語解析手段（第１のＳＮＳ側）
　　２３　サイト処理要求生成手段（第１のＳＮＳ側）
　　２４　キーワードテーブル（第１のＳＮＳ側）
　　２５　応答受信手段（第１のＳＮＳ側）
　　２６　応答送信手段（第１のＳＮＳ側）
　　２７　登録手段（第１のＳＮＳ側）
　　２８　利用者情報ＤＢ（第１のＳＮＳ側）
　　３０　第２のＳＮＳサーバ
　　３１　メッセージ送信手段（第２のＳＮＳ側）
　　３５　応答受信手段（第２のＳＮＳ側）
　　３６　応答送信手段（第２のＳＮＳ側）
　　４０　中継サーバ
　　４１　メッセージ判別手段（中継サーバ側）
　　４２　自然言語解析手段（中継サーバ側）
　　４３　サイト処理要求生成手段（中継サーバ側）
　　４４　キーワードテーブル（中継サーバ側）
　　４５　利用者情報ＤＢ（中継サーバ側）
　　４６　優先サイト判定手段（中継サーバ側）
　　４７　サイト応答情報受信手段（中継サーバ側）
　　４８　ＳＮＳ返信手段（中継サーバ側）
　　４９　登録手段（中継サーバ側）
　　５０　サイト
　　５０Ａ、５０Ａ´　サイト（ユーザ登録要）
　　５０Ａ１　ネットバンキングサーバ
　　５０Ａ２　クレジットカードＷｅｂサーバ
　　５０Ａ３　ネットモールＷｅｂサーバ
　　５０Ｂ　サイト（ユーザ登録不要）
　　５０Ｂ１　検索サイト
　　５０Ｂ２　観光案内サイト
　　５０Ｂ３　地図情報サイト
　　５１　メッセージ受信手段（サイト側）
　　５２　自然言語解析手段（サイト側）
　　５３　サイト処理要求生成手段（サイト側）
　　５４　キーワードテーブル（サイト側）
　　５５　利用者情報ＤＢ（サイト側）
　　５６　処理要求実行手段（サイト側）
　　５７　ＳＮＳ返信手段（サイト側）
　５００～５６０　実際の利用シーンにおける画面
【要約】
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【課題】ＳＮＳを利用して、利用者が欲しい情報をより手軽に取得し、取得した情報を引
き続き活用することができ、かつセキュリティも確保するシステムを提供する。
【解決手段】中継サーバは、第１のＳＮＳサーバと第２のＳＮＳサーバとにネットワーク
で接続され、利用者からのＷｅｂサイトへの処理を管理する。中継サーバは、第１のＳＮ
Ｓサーバから利用者のメッセージを受信し、利用者が登録した登録サイトに対する処理要
求であるか否かを判別するメッセージ判別手段と、登録サイトが処理可能なキーワードを
格納したキーワードテーブルに基づいて、判別されたメッセージから登録サイトに対する
処理要求を生成するサイト処理要求生成手段と、処理要求を受信したサイトからの応答情
報に応じて、第１のＳＮＳサーバ又は第２のＳＮＳサーバに応答情報を返信するＳＮＳ返
信手段と、を備える。
【選択図】図２

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】



(19) JP 6175735 B1 2017.8.9

【図１１】



(20) JP 6175735 B1 2017.8.9

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１５－１１４６９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－１６７７２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－０３８０１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－０７６４４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１４／０７６８４６（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　１７／３０　　　　
              Ｇ０６Ｑ　　５０／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

